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体験と経験 
 早いもので、令和7年の2月になります。年度の締めくくりをする時期になりました。今年度を振り返って、 

自分が成長したこと、頑張ってきたことなどを確認しておきましょう。３年生は本格的に入試が始まり、１・２

年生も学年末のテストなどがありますが、すぐに２月が終わり、あっという間に３月がやってきそうです。１・

２年生は次の学年への進級に、３年生は卒業後の進路に向けて、それぞれ目標や希望、夢をもって準備をしてい

きましょう。 

 先日3年生の面接練習がありました。みなさんとても緊張して臨んでくれました。「志望理由」「将来の目

標」などと同じように「中学校で印象に残っていること」は？という質問をしました。個々に「修学旅行」「体

育の部」「合唱の部」等の体験を通して印象に残ったことを答えてくれました。今回は「体験」と「経験」につ

いて少しお話をします。 

 私は、体験を体験のままで終わらせることなく体験を「経験」へと昇華（しょうか；ある状態から、更

に高度な状態へ飛躍すること）させることが、とても大切だと考えています。私たちは、日々の生活の中

で、様々な体験をしていますが、そのほとんどが自分の意思とは関係なく起こっている事象です。例え

ば、街角で知り合いに出会う、登校途中に雨に降られる、１時間限目の国語の授業に参加するなど、偶

然、突発を含め、誰かの意図によって与えられた事象といってもよいのです。もちろん、大好きなサッカ

ーの試合に出場するなど、自らの意思から積極的な体験をすることもあります。しかし、偶然与えられた

体験であろうと、自らの意思による体験であろうと、体験したことをそのままにしていたのでは、「経

験」へと昇華させることはできません。なぜなら、体験は自分の外側に存在し、「経験」は自分の内側に

存在するものだと区別しているからです。だから、外側に存在する体験を自分の内側に存在させるための

操作が必要となります。その操作とは、体験したことを「思考」する、「言語化」するということです。

つまり、自分が体験したことは、結局、どういう意味を持つものであったのか、今後へどう繋げていくべ

きかと「思考」し、必要に応じて「言語化」するのです。言い換えれば、外側にあるものを内側に存在さ

せるための操作を行うことで、自分の思考力・判断力・表現力などを高め、知的財産へと導くことが、体

験を「経験」へと昇華させると言うことだと考えます。 

学校教育においては、体育の部や合唱の部などの学校行事や修学旅行・チャレンジ体験などの学年行事

を行った際は、必ず、活動について話し合ったり、感想を書くなどの振り返りの時間をとっています。体

験したことを振り返る活動を通して、「思考」させ、「言語化」させることで、外側に存在した体験を

「経験」として内側の存在へと昇華させるねらいがあるからです。ですから、この振り返りが表面的な活

動であると、体験を体験のままとして終わらせてしまうことになります。また、体験は当然、学校行事ば

かりではありません。みなさんはそれ以外の体験を日々の生活でたくさんしています。みなさんには是非

とも、体験を「思考」し、「言語化」することで、内省するという習慣を身に付けてほしいと願っていま

す。 

節分の豆知識 

節分の発祥は中国です。平安時代ごろに中国から伝わ

ってきた文化が、日本古来の考え方と合わさって生まれ

たと考えられています。 

文字からも季節を分けると書くよう

に、もともと節分とは、年に 4回訪れ

る立春・立夏・立秋・立冬の前日を指

す言葉でした。しかしいつしか、一年

の始まりであり、大切にされていた

「立春」の前日のみを「節分」と呼ぶ

ようになりました。悪いものを追い出し、縁起のよいも

のを食べて、新しい季節を迎えるための行事です。 

節分は毎年必ずしも「２月３日」とは限りません。あ

くまで「立春の前日」とされているため、立春の日付が

動く場合は節分の日付も変わります。ちなみに 202５年

の節分の日は、２月２日（日）です。  



 


